
第３回オープンスクエア（平成 21 年 10 月 16 日） 

１班（６人） 
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個人のニーズをど
うくみ上げるか。 

参加者が少ない 
自治会の行事は
皆で順にやりま
しょう。参加させ
るため。 担い手の不足。 

自治会に女性を
入れない閉鎖的。

自治会（地域活動） 
行政 

できることか
ら一つでも。 

課題 

解決策 自治会役員の
若手層の参加。

隣組の充実 
（小さな単位
により責任感
を生む。） 

地域公共施設の活性化 
（地域コミュニティの
強化） 

全世帯１ヶの
担当制度。 
（～係） 

ありがとう 
感謝の気持ち
が大切。 

市民活動 

コーディネ
ータが必要 

市民活動や
行政に対し
て、住民が無
関心である
ことが問題。

同じ顔ぶれに
なりやすい。 

興味を持てる
様な事業展開
をするにはど
うするか。 

施設の充実。 
（駐車場の確保）

市民活動を目立たせ
ることにより、住民が
自発的に参加しよう
と思うきっかけづく
りに繋がる。 

大変、大変と言われ
ている。 

一人やる気のある
人がいれば、そして
それに共感する人
がいればできる。 

楽しい活動に
することが参
加者増加のヒ
ケツ。 

ハ ー ド 面
（ボランテ
ィ ア 保 険
等）も大事。

口コミが一番。 

否定されない場所
であることが大切。 参加しないという

選択も許す、ありと
いう感覚が大切。 

一に広報、二に広
報。 

参加できない人（参
加したくても）のた
めに。 

基本条例がな
かなか前に進
んでいない。 

総合案内所に今
日の行事や議会
内容を明示する
板を作り市民に
知らせる。 

TRY フォーラムが
市政の中でどのよ
うに活用されるの
か。やりぱなしは
NO. 

たてわりの弊害。 

「市がなんとかしろ」とい
う受身な意見ではなく、
「このように改善したほ
うがよい」というような建
設的な意見を募る。 

無作為抽出（ポスティン
グ、無記名業者 etc.）に
よる課題への意見募集。
（市長名による） 

継続するには広報／交
流討議結果のリターン。 

検討委員会で出た問題
点をオープンスクエア
に提供する。 

便乗機会における「住民
投票」の実施。（例えば
10/25 補選） 

参加者を増やすには知
人の一本つり。広報の徹
底。 

目指す姿 達成感のある活動
参加が大切。 

いつでもどこでも
情報が得られる様
な方法。 

各種団体代表が参
加して、多数で意見
を出し合う。 

ネットワークが大
切。 
（人と人、場所） 

楽しいことが一番
（自分、まわり）。 

行政の仕組みが縦割り。も
っと事業の横の繋がりを
し、充実した事業の改善が
できるよう改善すること。

楽しく みんなで 参加 

資料３ 



第３回オープンスクエア（平成２１年 10 月 16 日） 

２班 (６人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ
ボランテ
ィアの精
神を育て
るのは、時
間がかか
りそう。 

文句を言
うだけで
はだめ。自
分でやれ
ることを
やる。 

市民活動

も縦割り

になって

いるよう

に感じる。

意

識

を

育

て

る

情報の共有・共担 

活動の理解、認知
が進むことが必
要 

ボランティア活
動、市民活動の全
貌を知りたい。 

市民から出す情
報と行政からの
情報を合わせ持
つ共担。 

集まる時間差 
オープンスク

エア等開催す

る場所、曜日、

時間が大切。 

情報共有⇒マップ
つくり 

問題、課題の共
有ができないと
進まない。(意義
がわからない) 

市民からの情報
提供を吸上げる
仕組み。 

情報共有が大切。

ポストやタウンと
いったタウン紙に
市役所のページが
あったらよい。 

情報を出し合う
しくみが必要 

いかに市民に行
政に参加しても
らえるか。 

活動があることを
知らないから参加
できないのでは？
（友人談） 

行政出発の市民
活動も良い。 

ＩＴの活用！ 

普及入門 

行政からの情報
(ニュース)を早く
知らせてほしい。 

パソコンボラン
ティア的な人を
市で依頼して、地
域の人に市の情
報を広めること
を考える。 

個人情報保護の問
題があって公開が
難しい。 

議会の協力が
非常に大切な
のに、協力的で
ない議員さん
が多い。 

ＨＰにアクセスで
きない方がいる。 

ホームページ
ＩＴ技術のリ
テラシー技術
のカベ 

パソコンス
キルの講習
が必要。 

女性は特にパ
ソコンをやら
ない人が多い
のでインター
ネットを見る
人は少ない。 

世話焼きが必要！！ 

小田原では、市民
と行政などをや
さしくつなぐジ

ャーナリズムが
弱い。 

アピールが足り
ない。 

公的な世話焼き
が必要。 

コーディネーター
の役割。 

“おちゃっこ”復活！！ 

おちゃっこの

習慣 

集まる場がな
い。 

身近な問題につい
て気軽に話し合え
る環境づくりが大
切なのではないか。

楽しく活動する（←
うらやましくなる）
⇒人が集まる！？ 

市民が容易に会合
できる環境（場所、
相談できる人）がほ
しい。 

もっと生活に密着
した話題があると
市民も参加しやす
くなるのでは？ 

問題から出発
すると参加で
きる。 

自治基本条例な
ど、ほとんど知ら
ない市民が多い。
どうしたら良い
のか？ 

坊主より記憶をかなり飛ば
されて大変な毎日です。早く
パソコンの講座を受けるこ
とができればと思っていま
す。 

もっと市民参加・協働を進めるには!? 



第３回オープンスクエア（平成２１年 10 月 16 日） 

３班(６人) 
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自治会への参加を
推進する。 

自治会のあり方。

地域住民どうし
のコミュニケー
ション。 

子ども会に加入
する。 

子供がいる家庭は
学校行事に参加す
る。 

自治会に加入す
る。 

普段からの顔の見
える近所づきあ
い。 

意識 

 若者 
働き盛りの参加 

個々の意識の
向上（他人事に
しない） 

無関心 
（おまかせ民
主主義） 

市民リーダー
の育成 
（混合研修） 

 

パートナーシップ 
 
 ＝ 
 

相思相愛 

文句を言ってほ
しい。 

どこから⇒どこ
への参加？ 

参加・協働 

健全な対立 

（行政ＶＳ市民） 

パブリックコメン
ト 
（市民に意見情報
改善案などを求め
る） 

いろいろな参加の
メニュー 

参加したいと思わ
せるような催し。 

住民投票 

参加を求めるだけ
でなく、こちらから
出向く。 

催し物のスケ
ジュール等の
告知。 

市民参加行事の
予定を月単位で
家庭へ郵送 

研修活動 

地 域 

町内に、市民に伝え

る掲示板の増設。 

地域で 
行われるイベン
ト（祭り、区民体
育祭等）に参加す
る。 

オープンスクエア

の場所を工夫。 

開催場所の複数化。

オープンスクエア
の予定を事前に知
らせる。（テーマ、
日程、場所 etc.） 

トライフォー
ラムなどの実
施。（サイレン
トマジョリテ
ィの声を掘り
出す。） 

姿 勢 

レスポンス
の良さ 

透明性の確保 

行政のアリバ
イでない参加 

地域担当制 

行 政 



第３回オープンスクエア（平成 21 年 10 月 16 日） 

４班（６人） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案 
TV の放映時間の制
限 

現 
市長言：「無気力」 
・・・⇒きっかけ？

ある程度の
強制力が必
要 な の で
は？（年 4
回くらいの
うち、1回参
加してね） 

面倒な事には手を
出したくない。責任
を持ちたくない。 

公共活動格差 
やる人はやっている。
やらない人はやらな
い。 みんんでや

ろうよ 

提案 
市民全員検
討委員会制 

人間関係で

ひっぱる 

市民個人の 

きっかけを・・・ 

会議の様子をのぞ

いてみませんか。 

ぐちの吐き出し場。 

情報発信の仕方。

広報 or 回覧、
ポスターの活
用 

情報力を増して、

団体相互の連携

を。 

話し合いの場。 

市民活動に関わ
っているものが、
いろいろな人に
声を掛けて誘う。
（ボランティア
って意外に気楽
に誘って気楽に
参加するもので
しょう。） 

フリーペーパ
ー 

市民同士の情報

交換。 

広報(PR)の仕
方の工夫（行事
等） 
（例）公共施設
等のポスター
掲示の工夫。 

自治会の組織
編成を見直す。
（自治会活用）

公民館を使う
世代を増やす。

自治会の活性
化。 
・役員選出の工
夫。 
・隣組意識。 自治基本条例という

ネーミング。（集まり
にくい。周知しにく
い。） 

現 
小田原は挨拶
が な い 街 だ
な・・・ 

活動に参加し
た人が価値を
見出すよう気
を配る。 

楽しい 
面白い 

どの立場の人
も上から目線
にならないこ
と。 

市民活動団体
の自立（人や
金）することを
目指せ！！ 
『自立なくし
て協働なし』 

（本当に市民参
加を進めたいの
ならば） 
まず、担い手がそ
の情報を必要と
しているところ
や人たち（グルー
プ）に出向いて話
しをしていく。誘
っていくこと。 
 

行政が考えて
いること。やっ
ていることを
わかりやすく
知らせる。 

市政の中で、身近
な自分の生活に
結びつくような
切り口で話す。 
⇒ 
自治会であった
ら主婦や子ども
会の母の会とか
に時間をもらう。

もっと市民参加・協働を進めるためには 




